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第
十
四
条
第
一
項
中
「
四
千
五
十
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

社
会
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

四
千
五
十
円

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
て
変
更
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円
（
電

子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
」
と
い
う
。）を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者
に
あ
つ
て
は
、
五
百
円
）

第
十
四
条
第
二
項
中
「
三
千
三
百
二
十
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

介
護
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
三
百
二
十
円

二

法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
て
変
更
の

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者
に
あ

つ
て
は
、
五
百
円
）

附
則
第
二
条
の
三
の
見
出
し
を「（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）」に
改
め
、
同
条
中
「
千
二
百
円
」
を
「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
の
准
介
護
福
祉
士
登
録
証
（
次
号
に
お
い
て
「
登

録
証
」
と
い
う
。）の
書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円

二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

千
二
百
円

附
則
第
二
条
の
四
中
「
三
千
三
百
二
十
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
准
介
護
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
三
百
二
十
円

二

法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
て
変
更
の

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円

（
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）」に
改
め
、
同
条
中
「
千
二
百
円
」
を
「
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
三
十
条
の
精
神
保
健
福
祉
士
登
録
証
（
次
号
に
お
い
て
「
登
録
証
」
と
い
う
。）の
書
換
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者

六
百
円

二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

千
二
百
円

第
四
条
中
「
四
千
五
十
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

精
神
保
健
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

四
千
五
十
円

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
変
更
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円
（
電

子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者

に
あ
っ
て
は
、
五
百
円
）

（
公
認
心
理
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

公
認
心
理
師
法
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を「（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）」に
改
め
、
同
条
中
「
六
千
百
円
」
を
「
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
三
十
条
の
公
認
心
理
師
登
録
証
（
次
号
に
お
い
て
「
登
録
証
」
と
い
う
。）の
書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
者

三
千
円

二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
千
百
円

第
四
条
中
「
七
千
二
百
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

公
認
心
理
師
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

七
千
二
百
円

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
変
更
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
百
円

（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行

う
者
に
あ
っ
て
は
、
三
千
円
）

附

則

こ
の
政
令
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十

七
号
）
附
則
第
一
条
第
十
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
五
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

盛
山

正
仁

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
五
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

政
令
第
百
八
十
四
号

児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
に
当
該
扶
養
親
族
等
」
の
下
に「（
三
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十

三
号
）
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
第
七
条
に
お
い
て
「
特
定
年
齢
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、
同
法
に
規
定

す
る
控
除
対
象
扶
養
親
族
（
第
七
条
に
お
い
て
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）に
限
る
。）」
を
加
え
、「（
昭
和
四

十
年
法
律
第
三
十
三
号
）」を
削
る
。

第
七
条
中
「
に
当
該
扶
養
親
族
等
」
の
下
に「（
特
定
年
齢
扶
養
親
族
に
あ
つ
て
は
、控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
る
。）」

を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
一
条
及
び
第
七
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
六
月
以
後
の
月
分
の
児
童
手
当
及
び
児
童
手
当
法
附
則
第

二
条
第
一
項
の
給
付
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
五
月
以
前
の
月
分
の
児
童
手
当
及
び
同
項
の
給
付
の

支
給
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正
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